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2013

Kawanishi Town News

主な内容／�川西小学校�校舎棟完成　住民見学会開催
　　　�決算、新副町長就任、より良いまちづくりにむけて、
　　　保育所・学童保育所入所児童募集、まちのアルバムほか
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昨
年
の
６
月
か
ら
着
工
し
た
川
西
小
学

校
校
舎
棟
改
築
工
事
も
終
盤
に
さ
し
か
か

り
、
待
望
の
新
校
舎
が
そ
の
姿
を
現
し
ま

し
た
。
新
校
舎
は
ど
ん
な
風
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
11
月
22
日
、
23
日
に
校
舎

棟
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
い
た
だ
く
皆
様
へ
の
お
願
い

・�

見
学
の
際
は
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
敷
地
内
は
、
禁
煙
で
す
。

・�

校
舎
棟
内
は
、
土
足
禁
止
で
す
。
校
舎

棟
内
を
ご
見
学
さ
れ
る
際
に
は
、
各
自

ス
リ
ッ
パ
（
下
履
用
く
つ
を
入
れ
る
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
も
ご
準
備
願
い
ま
す
。）

を
ご
持
参
い
た
だ
き
、
指
定
場
所
で
履

き
替
え
、
下
履
用
く
つ
を
手
持
ち
の
う

え
、
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

・�

見
学
会
当
日
、
校
舎
棟
内
の
ト
イ
レ
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
別
途
見
学
者
用
ト

イ
レ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会
総
務
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
８
４

川西小学校校舎棟完成
住民見学会開催! !
11月22日（金）14時～16時
11月23日（土）9時30分～16時
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主
な
見
ど
こ
ろ

（
写
真
は
10
月
21
日
現
在
の
も
の
で
す
。）

普通教室の廊下側の仕切りは可動式で、
学年集会等の際には大人数が入ることの
できる空間を作ることができます。

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

南校舎から北校舎への連絡棟と校舎の壁には緑
化空間が設置されます。緑化することで断熱性
を高め、空調負荷の低減効果が生まれます。

屋
上
・
壁
面
緑
化

正面の昇降口を入るとエントランスホールが広
がります。この場所は、階段を観覧席とした発
表会などが開催できます。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

北校舎の中央部の越屋根部分には、展望室があ
ります。そこからは川西町の全景や山に囲まれ
た奈良盆地が一望できます。（教科学習用）

展
望
室

南校舎と北校舎の間にある中庭はウッドデッキ
と芝生の空間です。そこはウッドデッキを舞台
に見立てた発表会を行うことができます。

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
中
庭

　
　
　
　
川
西
小
学
校
長　
谷
口　
廣
行

　
「
み
ん
な
仲
よ
く
心
豊
か
に
学
べ
る
学

校
」
の
環
境
整
備
を
目
指
し
て
、
校
舎
改

築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

工
事
現
場
と
隣
接
す
る
中
で
運
動
場
は

狭
く
な
り
、
学
校
行
事
や
児
童
の
活
動
も

制
約
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
教
師
と
児
童
は
、
一
丸
と
な
っ
て
ね

ば
り
強
く
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、い
よ
い
よ
エ
コ
ス
ク
ー
ル（
健

康
で
快
適
な
生
活
の
で
き
る
学
習
空
間
）

で
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
応
援
く
だ
さ
い
。

　
川
西
小
学
校
教
務
主
任　
福
辻　
智
実

　

木
の
香
り
、
木
の
温
も
り
が
い
っ
ぱ
い

感
じ
ら
れ
る
真
新
し
い
教
室
で
、
元
気
あ

ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
顔
、
声
…

　

新
し
い
校
舎
に
は
、
各
学
年
に
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
一
教
室
を
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
に
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
を
い
か
に
効
果
的
に
活
用
し
て

学
習
活
動
を
進
め
る
か
は
、
こ
れ
か
ら

我
々
教
師
の
工
夫
の
し
ど
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
環
境
を
最

大
限
に
生
か
し
て
、
毎
日
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

エ
コ
ス
ク
ー
ル
で
の
出
発

気
持
ち
を
新
た
に

通常の状態
⇩⇦

広々空間に早がわり !!

仕切りを動かすと…
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　　町債
5億5,951万2千円
　　　12.9％

総務費
7億7,379万円
18.2％

公債費
7億1,918万8千円

16.9％

土木費
3億2,570万2千円

7.7％
国庫支出金
4億274万2千円
　　　　9.3％

地方交付税
　14億8,864万
　　　　4千円
　　　　34.3％

　教育費
9億5,496万3千円
　　　　　22.4％

町税
12億3,026万3千円

28.4％

　民生費
9億1,602万7千円
　　21.5％

　　町債
5億5,951万2千円
　　　12.9％

総務費
7億7,379万円
18.2％

公債費
7億1,918万8千円

16.9％

土木費
3億2,570万2千円

7.7％

衛生費
2億2,974万
6千円 5.4％

消防費
1億8,564万3千円
4.3％

議会費
9,305万5千円　2.2％

農商工業費
3,867万円　0.9％
諸支出金
2,035万円
　　　　0.5％

一般会計
歳出

一般会計
歳入

国庫支出金
4億274万2千円
　　　　9.3％

県支出金
2億2,651万3千円
　　　　　5.2％

地方消費税交付金
7,901万7千円　1.8％

繰越金　7,603万6千円　1.8％

使用料及び手数料
7,109万1千円　1.6％

諸収入　3,018万8千円　0.7％

財産収入
6,233万2千円　1.4％

分担金及び負担金
　　　4,022万1千円　0.9％

その他　7,347万円　1.7％

用語の説明（歳出）
教�育費：学校の増改築、学校運営、社会教育、生涯学習、

文化財保護などに使われるお金
民�生費：児童福祉や高齢福祉、障害福祉などに使われる

お金
総�務費：庁舎の管理、税務、住民登録、選挙、広報、統計、

電算運営、基金積立などに使われるお金
公債費：町が借りたお金を返すためのお金
土木費：道路や公営住宅の整備などに使われるお金
衛�生費：各種検診や予防接種、ごみの処理などに使われ

るお金
消�防費：広域消防の運営・消防団の運営や消防施設の整

備、防災事業などに使われるお金
議�会費：町議会の運営や町議会議員の報酬などに使われ

るお金
農�商工業費：農商工業の振興や農道の整備、観光の振興

に使われるお金

決
算

平
成
24
年
度

　

平
成
24
年
度
の
町
の
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
が
行
っ
て
い
る
事
業
は
、
皆
さ
ん
が

納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、
こ
の
お
金
が
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
や
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に

活
か
さ
れ
て
き
た
か
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入

が
43
億
４
０
０
２
万
９
千
円
、
歳
出
は
42

億
５
７
１
３
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
、
８
２
８

９
万
５
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
25
年
度
へ
繰
り
越
す
事
業
に
必
要

な
お
金
が
２
０
０
２
万
１
千
円
あ
り
ま
す

の
で
、
実
質
的
な
収
支
は
、
６
２
８
７
万

４
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
財
政
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
７
１

歳出（一般会計）
42億5,713万4千円

用語の説明（歳入）
地�方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、町

の財政状況、地域特性に応じて交付されるお金
町�税：みなさんが町に直接納めたお金（町民税、固定資

産税など）
町�債：大きな事業をおこなうために、国や金融機関から

借り入れたお金
国�庫・県支出金：特定の事業を実施するため、国や県か

ら交付されたお金
地方消費税交付金：消費税の一部から交付されるお金
財�産収入：基金や不動産など町が持つ財産の運用や売却

により得たお金

歳入（一般会計）
43億4,002万9千円
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窓
口

分別

主
な
取
組
平
成
24
年
度
は
こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

結崎駅周辺整備事業
駅周辺整備構想策定業務委託

　　　・・・・・・840万円
　本町の玄関口である近鉄結崎駅周辺を整備
するための基礎資料となる基本構想を策定し
ました。

川西小学校改築事業
川西小学校校舎棟改築工事

　　　・・・・・・5億360万円
　平成24年度から改築工事が本格的にスター
トし、まずは校舎棟・給食棟の工事に取りか
かりました。

地域公共交通対策事業
コミュニティバス運行委託等

　　　・・・・・・290万円
　地域の生活交通として、平成24年11月から川
西こすもす号（コミュニティバス）の試行運行
を開始しました。

放課後児童健全育成事業
川西学童保育所創設工事

　　　・・・・・・3,076万円
　川西小学校の改築にあわせ、川西学童保育
所の創設工事を行いました。

町民１人当たりの歳出額（平成24年度末の人口8,862人で計算）

民 生 費
10万3千円

総 務 費
8万7千円

公 債 費
8万1千円

教 育 費
10万8千円

土 木 費
3万7千円

衛 生 費
2万6千円

消 防 費
2万1千円
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特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
決
算

町
に
は
一
般
会
計
の
ほ
か
に
、
特
定
の
目
的
の
た
め
の
会
計
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
会
計
も
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
密
着
し
た
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 概　　　　　要

国 民 健 康 保 険
特　 別　 会　 計

10億9,604万2千円 10億5,542万8千円

国民健康保険に加入している方の医療
費等をまかなう会計です。主な歳入は、
保険税、前期高齢者交付金、国庫支出
金。主な歳出は、保険給付費（医療費）、
共同事業拠出金、後期高齢者支援金で
す。

後期高齢者医療
特　 別　 会　 計

1億50万7千円 1億50万7千円

老人保健制度に替わり、平成20年4月
から始まった75歳以上の高齢者等を対
象とする医療制度に係る会計です。主
な歳入は後期高齢者医療保険料と、一
般会計からの繰入金。主な歳出は後期
高齢者医療広域連合への負担金です。

住宅新築資金等
貸 付 事 業
特　 別　 会　 計

3,545万4千円 5,274万円

住宅環境を改善するための会計です。
主な歳入は、貸付金の回収金で、主な
歳出は、起債の償還です。
※�単年度赤字分は翌年度予算より補填
しています。

介護保険事業勘定
特　 別　 会　 計

6億4,725万円 6億3,301万円

介護保険給付を行う会計です。主な歳
入は保険料と支払基金交付金、国、県
と町からの支出金。主な歳出は保険給
付費です。

介 護 保 険 介 護
サ ー ビ ス 事 業
特　 別　 会　 計

1億2,140万円 1億2,121万8千円

介護保険サービスを供給するための会
計です。主な歳入は、サービス収入と
県支出金。主な歳出は、通所介護サー
ビス・認知症対応型共同生活介護事業
費です。

公共下水道事業
特　 別　 会　 計

3億8,830万7千円 3億8,820万7千円

下水道事業を行うための会計です。主
な歳入は、下水道使用料と一般会計か
らの繰入金、下水道整備を行うために
借り入れた町債です。歳出は、下水道
の整備、維持管理と起債の償還です。

会　計　名 歳　　入 歳　　出 概　　　　　要

水道事業会計・
収 益 的 収 支

2億176万2千円 2億5,839万5千円 水道事業の経営のための会計です。歳
入の大部分は、皆さんが支払った水道
料金です。歳出は安全な水を供給する
ための費用です。水道事業会計・

資 本 的 収 支
897万6千円 1億60万3千円

〈特別会計〉

〈企業会計〉
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用
語
の
説
明

◆
財
政
力
指
数

　

標
準
的
な
行
政
を
行
う
経

費
の
う
ち
、
ど
の
程
度
、
町

税
等
の
標
準
的
な
自
前
の
収

入
で
ま
か
な
え
る
か
を
示
し

た
も
の
。
１
に
近
い
、
ま
た

は
１
を
超
え
る
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率

　

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
等
の
毎
年
必
ず
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
固
定
的
な

経
費
に
対
し
、
町
税
や
普
通

交
付
税
等
の
毎
年
常
に
入
っ

て
く
る
比
較
的
自
由
に
使
え

る
収
入
が
ど
の
程
度
充
て
ら

れ
た
か
を
示
し
た
も
の
。
こ

の
比
率
が
小
さ
い
ほ
ど
独
自

の
施
策
に
使
え
る
財
源
が
大

き
い
と
言
え
ま
す
。

◆
健
全
化
判
断
比
率

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
財
政
上
の
指
標
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
財
政
の

早
期
健
全
化
（
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
）
や
再
生
（
レ
ッ
ド
カ

ー
ド
）
の
必
要
性
が
判
断
さ

れ
ま
す
。

◆
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し

た
実
質
赤
字
額
が
、
標
準
財

政
規
模
（
税
・
交
付
税
等
、

町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
の

大
き
さ
を
表
し
た
も
の
）
に

占
め
る
割
合
。

［
早
期
健
全
化
基
準
15
％
］

◆
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
企
業
を
含
む
全
会
計

を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額

（
ま
た
は
資
金
不
足
額
）
が

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。

［
早
期
健
全
化
基
準
20
％
］

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る

公
債
費
等
（
公
営
企
業
や
一

部
事
務
組
合
等
の
地
方
債
の

償
還
の
う
ち
一
般
会
計
等
が

負
担
す
る
分
も
含
む
）
が
、

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。
実
質
的
な
借
金
返
済
負

担
の
重
さ
を
表
す
指
標
で
す
。

18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
を

発
行
す
る
際
に
県
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

［
早
期
健
全
化
基
準
25
％
］

◆
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
べ
き
負
債
（
公
営
企
業
や
一

部
事
務
組
合
等
の
分
を
含
む
）

が
、
標
準
財
政
規
模
の
何
倍

あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
比
率
が
高
い
と
、
将
来

的
に
財
政
が
圧
迫
さ
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

［
早
期
健
全
化
基
準
３
５
０
％
］

◆
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不

足
額
が
、
事
業
規
模
で
あ
る

財政指標から見た財政状況　　　　　　【　◎ ･･･ 良い、○ ･･･ 普通、△ ･･･ 良くない　】

指標の見方
川西町 県内平均 全国平均

H24 H23 H24 H23 H24 H23

財政力指数 高い方がいい 0.47　－ 0.49　－ 0.39 0.41 0.50 0.51

経常収支比率 低い方がいい 81.4%　○ 86.9%　○ 93.7% 94.1% 90.7% 90.3%

実質赤字比率 － －　◎ －　◎

連結実質赤字比率 － －　◎ －　◎

実質公債費比率 低い方がいい 11.6%　○ 16.1%　○ 11.4％ 13.1% 9.2% 9.9%

将来負担比率 低い方がいい －　◎ 5.5%　◎ 109.6% 121.8% 60.0% 69.2%

資金不足
比率

水道事業会計 － －　◎ －　◎

公共下水道事業特別会計 － －　◎ －　◎

※赤字額、資金不足額がないため、実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率は「－」と表示しています。
※�平均については、財政力指数、平成24年度県内平均の実質公債費比率及び将来負担比率は単純平均、それ以外は
加重平均です。
※平成24年度の県内平均及び全国平均については、速報値です。

健
全
化
判
断
比
率

料
金
収
入
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。

［
経
営
健
全
化
基
準
20
％
］

☆
現
状
と
今
後

　

本
町
の
経
常
収
支
比
率
・

実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負

担
比
率
は
、
こ
こ
数
年
、
改

善
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取

組
み
が
実
を
結
ん
で
き
た
も

の
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
川
西
町
の
将
来

を
考
え
る
上
で
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は

重
要
課
題
で
す
。

　

歳
入
面
で
は
、
個
人
住
民

税
は
納
税
義
務
者
の
減
少
、

法
人
住
民
税
は
景
気
動
向
に

左
右
さ
れ
、
税
収
と
し
て
は

依
然
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
。
一
方
、
歳
出
面
で
は
、

医
療
費
等
、
経
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
川

西
小
学
校
改
築
事
業
も
本
格

化
し
、
今
後
と
も
厳
し
い
財

政
運
営
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

健
全
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

財
政
指
標
の
改
善
に
気
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
引

き
続
き
、
行
財
政
の
健
全
化

と
効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決

算
な
ど
16
案
件
可
決

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
11

日
か
ら
20
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会

計
決
算
を
始
め
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
16
案
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
認
定
・

可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
案
件
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

☆
認
定
第
１
号

平
成
24
年
度
川
西
町
一
般
会
計
・
特
別
会

計
決
算
に
つ
い
て

　

前
年
度
の
決
算
報
告
で
す
。

　
（
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
認
定
）

☆
認
定
第
２
号

平
成
24
年
度
川
西
町
水
道
事
業
会
計
決
算

に
つ
い
て

　

前
年
度
の
決
算
報
告
で
す
。

　
（
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
認
定
）

☆
議
案
第
51
号

平
成
25
年
度
川
西
町
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

　

庁
舎
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
応
す
る
た

め
の
ト
イ
レ
へ
の
手
す
り
設
置
や
洋
式
化

に
要
す
る
経
費
の
追
加
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
事
業
を
活
用
し
、
川
西
町
自

治
連
合
会
が
整
備
す
る
圧
力
釜
他
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
に
関
す
る
助
成

金
の
追
加
、
法
人
住
民
税
修
正
申
告
に
よ

る
還
付
金
等
に
よ
る
増
額
、
前
年
度
の
事

業
精
算
に
伴
う
国
県
補
助
金
返
還
金
に
係

る
増
額
、
式
下
中
学
校
組
合
繰
越
金
、
余

剰
額
精
算
に
伴
う
現
年
度
分
担
金
の
減
額

補
正
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
52
号

平
成
25
年
度
川
西
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

前
年
事
業
実
績
に
よ
る
返
還
金
の
増
額

補
正
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
53
号

平
成
25
年
度
川
西
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

人
件
費
の
減
額
な
ら
び
に
前
年
度
余
剰

金
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
予
備
費
の
減

額
補
正
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
54
号

平
成
25
年
度
川
西
町
介
護
保
険
事
業
勘
定

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

前
年
度
事
業
実
績
に
よ
る
国
庫
、
県
、

支
払
基
金
へ
の
返
還
金
の
増
額
補
正
で

す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
55
号

平
成
25
年
度
川
西
町
介
護
保
険
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

　

人
件
費
の
減
額
に
伴
う
基
金
積
立
額
の

増
額
補
正
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
56
号

平
成
25
年
度
川
西
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

人
件
費
の
減
に
伴
う
減
額
補
正
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
57
号

川
西
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
延
滞
金
の

利
率
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
58
号

川
西
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
延
滞
金
の

利
率
を
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
59
号

川
西
町
立
幼
稚
園
保
育
料
及
び
バ
ス
使
用

料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

減
免
対
象
に
関
す
る
要
件
を
明
確
化
す

る
た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
60
号

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入
に
つ
い
て

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
同
意
第
３
号

川
西
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

教
育
委
員
会
委
員
に
中
村
貴
子
氏
を
再

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
同
意
）

☆
同
意
第
４
号

川
西
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

教
育
委
員
会
委
員
に
辰
巳
裕
世
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
同
意
）

☆
同
意
第
５
号

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

副
町
長
に
森
田
政
美
氏
を
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
同
意
）

☆
発
議
第
３
号

道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意
見
書
に

つ
い
て

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

　

平
成
25
年
第
３
回
臨
時
会
が
９
月
30
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
案
件
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

☆
議
案
第
61
号

平
成
25
年
度
川
西
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　

収
益
的
支
出
に
お
い
て
増
額
補
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
62
号

川
西
小
学
校
改
築
工
事
の
う
ち
屋
内
運
動

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会

平
成
25
年
第
３
回
臨
時
会

議
会
だ
よ
り
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場
他
改
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
議
案
第
63
号

訴
訟
上
の
和
解
に
つ
い
て

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
可
決
）

☆
同
意
第
６
号

川
西
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

公
平
委
員
会
委
員
に
上
田
修
三
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
同
意
）

☆
同
意
第
７
号

川
西
町
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ
い

て
　

固
定
資
産
評
価
員
に
森
田
政
美
氏
を
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
も
の
で
す
。

　
（
賛
成
全
員
に
よ
り
原
案
同
意
）

（
会
議
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
町
議

会　

会
議
録
〕
又
は
、
図
書
館
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

【
定
例
会
（
12
月
議
会
）
日
程
予
定
】

　

12
月
9
日
（
月
）
10
時
～
議
会
開
会

　

12
月
13
日
（
金
）
10
時
～　

再
開

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
程
等
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
の
上
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局　

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
８
１

　

10
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。
※
氏
名
後
ろ
の
（　

）
は
旧
所
属

で
す
。

【
特
別
職
】

　

副
町
長�

総
務
部
長
事
務
取
扱

　

森
田　

政
美
（
新
任
）

【
一
般
職
】

　

理
事�

総
務
課
長
事
務
取
扱

　

坂
口　

歩
（
理
事
）

【
臨
時
（
嘱
託
）
職
員
】 

　

町
声
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

上
田　

新
吾

新
副
町
長
に
森
田
政
美
氏
が
就
任

　

平
成
25
年
第
3
回
川
西
町
議
会
定
例
会

で
選
任
同
意
さ
れ
た
森
田
政
美
氏
が
、
10

月
1
日
、
竹
村
町
長
よ
り
辞
令
交
付
を
受

け
、
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
川
西
町
議
会
第
３
回
定
例

会
に
お
き
ま
し
て
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、

10
月
１
日
付
け
で
副
町
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
責
務
の
重
大
さ
に
改
め
て

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
は
、竹
村
町
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

そ
の
職
務
に
専
心
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
卒
こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け

て
、
皆
さ
ん
の
声
を
！

　

町
長
の
四
つ
の
活
力
プ
ラ
ン
の
一
つ
で

あ
る
「
住
民
参
加
で
開
か
れ
た
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
む
け
て
、
平
成
25
年
10
月

よ
り
皆
さ
ん
の
声
や
意
見
を
聞
く
こ
と
の

で
き
る
機
会
を
設
け
ま
す
。
忌
憚
の
な
い

声
や
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
毎
週
金
曜
日　

9
時
～
12
時

場
所　
ぬ
く
も
り
の
郷

　

な
お
、
お
手
数
で
す
が
、
当
日
聞
き
手

が
出
張
等
に
よ
り
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ぬ
く
も
り
の
郷
（
☎
０
７
４
５

（
43
）３
９
３
９
）
へ
ご
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
１

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
土
）～
15
日（
金
）

　

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま

ま　

を
統
一
標
語
と
し
て
全
国
一
斉
に
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

後
始
末
は
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
も
、
も
う
一
度
火
の
恐
ろ
し

さ
を
思
い
起
こ
し
、
地
域
や
家
庭
か
ら
、

火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
、防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

問
い
合
わ
せ　
磯
城
消
防
署

　

☎
０
７
４
４（
33
）２
４
６
２

平
成
25
年
第
4
回
定
例
会
の
ご
案
内

役
場
人
事
異
動

森田　政美 氏

町声コーディネーター
（聞き手）

上田　新吾 氏
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年
末
が
近
づ
く
こ
の
季
節
、
郵
便
物
の

中
に
「
喪
中
は
が
き
」
が
混
ざ
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
喪
中
は
が
き
に
つ
い
て
、
奈
良
県

人
権
教
育
研
究
会
発
行
の
「
な
か
ま
」
の

中
の
記
事
を
読
ん
で
、
今
ま
で
の
自
分
の

認
識
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、「
喪
中
は
が
き
」

に
ど
の
よ
う
な
認
識
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
の「
な
か
ま
」の
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
前
略
）
喪
中
は
が
き
は
、
大
切
な
人

を
失
っ
た
悲
し
み
の
中
、
と
て
も
新
年
を

「
め
で
た
い
」
と
祝
う
気
に
な
れ
ず
、
挨

拶
を
差
し
控
え
る
失
礼
を
わ
び
る
と
い
う

の
が
そ
の
趣
旨
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
実
は
全
く
違
っ
た
考
え
に
由
来
し

て
い
る
こ
と
を
先
日
知
り
ま
し
た
。

　
「
喪
中
」
と
は
、「
死
者
を
偲
ぶ
期
間
」

を
さ
し
ま
す
が
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
言
葉

に
「
忌
中
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、

神
道
の
「
穢
れ
（
ケ
ガ
レ
）
で
あ
る
『
死
』

を
忌
（
い
）
む
期
間
」
と
い
う
考
え
に
よ

る
も
の
で
す
。
古
来
よ
り
「
忌
中
時
は
出

仕
（
仕
事
）
を
控
え
、
殺
生
を
せ
ず
、
髭

や
髪
を
剃
ら
ず
、
神
社
に
参
拝
し
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
「
出
仕
を
控

え
」
る
の
か
と
い
う
と
「
死
者
を
出
し
た

家
は
穢
れ
て
い
る
の
で
、
他
の
家
に
災
い

を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
期
間
は

家
を
出
て
は
い
け
な
い
」
か
ら
だ
そ
う
で

す
。
要
す
る
に
、「
ケ
ガ
レ
が
う
つ
る
」

こ
と
の
な
い
よ
う
に
他
人
と
の
接
触
を
断

た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
直

接
会
え
な
い
の
で
、
手
紙
で
断
り
を
入
れ

た
の
が
「
喪
中
は
が
き
」
な
の
で
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、「
ケ
ガ
レ
が
う

つ
る
」
な
ん
て
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が

信
じ
な
い
で
し
ょ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

喪
中
は
が
き
は
慣
習
と
し
て
今
も
私
た
ち

の
暮
ら
し
の
中
に
あ
り
ま
す
。
な
ん
だ
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
「
み
ん
な
が
」

「
昔
か
ら
」
し
て
い
る
か
ら
自
分
も
や
っ

て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
は
他
に
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
が
人
権
侵

害
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

か
。（
中
略
）
う
わ
さ
や
慣
習
に
縛
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
真
実
を
見
極
め
て
行
動
す

る
生
き
方
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
身
に
つ
け
る

こ
と
が
、
部
落
問
題
の
解
消
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。（
後
略
）

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
の
生
活
の
中
に

は
、「
喪
中
は
が
き
」
だ
け
で
な
く
、「
み

ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら
」
と
か
「
昔

か
ら
し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、

そ
う
す
る
理
由
や
真
実
を
見
極
め
な
い
で

自
分
も
そ
の
慣
習
に
従
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
死
者
を

出
し
た
家
の
者
は
一
定
期
間
は
神
社
の
鳥

居
を
く
ぐ
ら
な
い
」
と
か
、
今
は
減
っ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
葬
儀
場
に
出

席
し
た
人
に
配
る
「
清
め
の
塩
」
等
で
す
。

こ
れ
ら
の
慣
習
の
中
に
は
「
ケ
ガ
レ
意
識
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
意
識
が
部
落

を
差
別
・
忌
避
す
る
意
識
の
存
続
に
つ
な

が
り
、
部
落
問
題
解
消
の
大
き
な
障
が
い

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
慣
習
に
つ
い
て
、
無
意
識
に
従

う
の
で
は
な
く
そ
の
真
実
を
見
極
め
、
お

か
し
い
と
思
う
こ
と
に
は
従
わ
な
い
と
い

う
行
動
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

人
権
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　
　
　
　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

 

〜
喪
中
は
が
き
〜

① ② ③ ④

人
権
コ
ラ
ム　
第
42
回
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《
事
例
》
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
ブ
ラ

ン
ド
品
の
コ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

通
常
の
半
額
近
い
金
額
で
あ
っ
た
の
で
、

急
い
で
申
し
込
み
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に

代
金
を
振
り
込
ん
だ
。
し
か
し
、
届
い
た

商
品
は
明
ら
か
に
粗
悪
品
で
、
メ
ー
カ
ー

名
、
サ
イ
ズ
な
ど
を
示
す
タ
グ
も
な
く
コ

ピ
ー
品
の
よ
う
だ
っ
た
。
業
者
と
は
メ
ー

ル
し
か
連
絡
方
法
が
な
い
。「
返
品
し
た

い
」
と
メ
ー
ル
を
送
っ
た
が
、
返
事
が
な

い
。

《
解
説
》
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
で
は
「
有
名
ブ
ラ
ン
ド
品
が

激
安
！
」
な
ど
と
い
っ
た
広
告
が
多
数
見

受
け
ら
れ
、
一
見
お
得
に
手
軽
に
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

申
し
込
ん
だ
も
の
の
「
商
品
が
届
か
な
か

っ
た
」
ま
た
は
、「
明
ら
か
に
コ
ピ
ー
品

と
思
わ
れ
る
粗
悪
品
が
届
い
た
」
と
い
う

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
が
日
本
語
で
表

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
日
本
国
内

の
業
者
が
運
営
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
海
外
の
事
業
者
が
日
本
の
消
費
者
向

け
に
運
営
し
て
い
る
場
合
も
多
数
あ
り
ま

す
。
悪
質
な
海
外
事
業
者
の
サ
イ
ト
で
購

入
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
商
品
の
交
換
や
、

代
金
の
返
金
を
要
求
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
し
か
記
載
さ
れ
て

お
ら
ず
メ
ー
ル
を
送
っ
て
も
相
手
か
ら
返

事
が
返
っ
て
こ
な
い
、
い
つ
の
間
に
か
サ

イ
ト
が
消
え
て
い
た
な
ど
、
交
渉
が
で
き

な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、

信
用
で
き
る
店
の
サ
イ
ト
か
ら
購
入
す
る

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

☆�
信
用
で
き
る
サ
イ
ト
を
見
極
め
る
に

は
、以
下
の
点
を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
・�
住
所
、
電
話
番
号
、
責
任
者
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
連
絡
先
が
フ

リ
ー
メ
ー
ル
だ
け
。

　

・
振
込
先
が
個
人
名
義
。

　

・
日
本
語
が
不
自
然
で
あ
る
。

　

�

と
い
っ
た
点
が
あ
れ
ば
要
注
意
。
避
け

た
ほ
う
が
よ
い
。

②�

他
の
利
用
者
の
評
価
を
確
認
す
る
。
さ

ら
に
、
記
載
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に

事
前
に
電
話
し
て
み
て
業
者
の
対
応
を

確
認
し
て
み
る
こ
と
も
お
す
す
め
。

③�

ブ
ラ
ン
ド
品
の
新
品
が
定
価
よ
り
か
な

り
安
い
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
場
合

は
コ
ピ
ー
品
を
疑
う
。

　
値
段
だ
け
で
購
入
を
決
め
る
の
で
は
な

く
、
信
頼
で
き
る
業
者
を
選
ん
で
購
入
す

る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
予
約
優
先
）

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
認
定
を
受
け
た

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

★ 

相
談
日　
毎
週
火
曜
日(

祝
日
を
除

く)　

10
時
～
15
時

★
相
談
方
法　
電
話
も
し
く
は
来
所

★
相
談
場
所　
川
西
町
役
場
２
階

・�

10
名
以
上
の
勉
強
会
に
も
講
師
派
遣
し

ま
す
。

・�

婦
人
会
や
老
人
会
の
会
合
や
勉
強
会
に

も
、
相
談
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
、

消
費
者
問
題
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

＊�

日
程
調
整
が
必
要
で
す
の
で
、
１
か
月

前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　

地
方
消
費
税
を

　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？

　

一
般
に
「
消
費
税
５
％
」
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
国
の
税
金
の

消
費
税
は
４
％
で
、
残
り
の
１
％
分

は
県
の
税
金
の
地
方
消
費
税
で
す
。

こ
の
地
方
消
費
税
は
県
の
収
入
と
な

り
、
さ
ら
に
、
そ
の
２
分
の
１
は
県

内
の
市
町
村
に
交
付
さ
れ
、
県
や
市

町
村
が
行
う
道
路
や
下
水
道
の
整

備
、
医
療
や
福
祉
の
充
実
、
小
・
中
・

高
等
学
校
教
育
、
環
境
保
護
事
業
な

ど
の
身
近
な
行
政
に
生
か
さ
れ
ま

す
。

　
お
買
い
物
は
県
内
で
！

　

奈
良
県
内
で
買
い
物
を
し
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
す
れ
ば
、
奈

良
県
に
入
る
地
方
消
費
税
が
増
え
、

さ
ら
に
、
県
内
市
町
村
へ
の
交
付
金

も
増
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
奈
良
県

や
県
内
市
町
村
が
行
う
身
近
な
行
政

が
、
質
の
高
い
も
の
に
な
り
、
住
み

よ
い
郷
土
づ
く
り
が
進
み
ま
す
。

　
「
川
西
町
の
皆
様
、
お
買
い
物
は

県
内
で
！
」
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

 

奈
良
県
・
市
町
村　
奈
良
県
地
方

消
費
税
啓
発
推
進
協
議
会

〟海
外
ネ
ッ
ト
通
販
、

偽
物
に
気
を
つ
け
て
！
〝

消
費
生
活
相
談

マイドアリガト
ゴザイマス…
コピー　デハ…
アリマセン…

メーカー名なし
サイズなし
タグなし
粗悪品
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保
育
所（
園
）新
規
入
園
児
募
集

　

新
た
に
保
育
所
（
園
）
へ
の
入
所
を
希

望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
保
育
所
へ

の
入
所
は
、
保
護
者
が
労
働
や
疾
病
等
に

よ
り
日
中
家
庭
で
子
ど
も
を
保
育
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
込
書
類
は
役
場
健
康

福
祉
課
・
成
和
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

※
現
在
、
成
和
保
育
所
（
園
）
に
入
所
中

で
引
き
続
き
入
所
さ
れ
る
児
童
に
つ
い
て

は
、
後
日
、
成
和
保
育
園
を
通
じ
て
継
続

入
所
の
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。
又
、
町

外
の
保
育
所
（
園
）
入
所
中
の
方
に
は
、

後
日
、継
続
入
所
の
書
類
を
送
付
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
・
時
間
】

　

�

11
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

　

９
時
～
17
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

※�

期
間
・
時
間
内
に
申
し
込
み
で
き
な
い

方
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

�

町
外
の
保
育
所
を
検
討
の
方
は
、
保
育

所
の
所
在
地
の
市
町
村
に
申
し
込
み
時

期
等
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】

◦�

保
育
所
入
所
申
込
書
・
申
告
書
（
書
類

と
と
も
に
お
渡
し
す
る
「
記
入
上
の
注

意
」
に
し
た
が
い
、
記
入
く
だ
さ
い
。）

◦�

保
育
に
欠
け
る
こ
と
の
証
明
書
類
（
勤

務
証
明
・
診
断
書
・
民
生
委
員
の
証
明

等
）（
父
、
母
、
16
歳
以
上
60
歳
未
満

の
同
居
し
て
い
る
親
族
の
方
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
の

証
明
書
が
必
要
か
分
か
ら
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◦�
同
意
書
（
世
帯
状
況
や
課
税
状
況
等
に

つ
い
て
、
照
会
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。）

◦
印
鑑

◦�

後
日
、
保
護
者
（
主
と
し
て
父
母
）
の

方
の
平
成
25
年
中
の
所
得
税
額
が
確
認

で
き
る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
保
育
料
に
つ
い
て
】

　

�

保
育
料
は
、
児
童
の
同
一
世
帯
の
扶
養

義
務
者
で
あ
る
父
母
や
祖
父
母
（
家
計

の
中
心
者
で
あ
る
場
合
）
の
前
年
分
の

所
得
税
額
で
決
定
し
ま
す
。

【
入
所
決
定
に
つ
い
て
】

　

�

３
月
中
旬
頃
、
入
所
の
決
ま
っ
た
方
に

入
所
承
諾
書
を
送
付
し
ま
す
。

川
西
学
童
保
育
所
新
規
入
所
児
童
募
集

　

新
た
に
川
西
学
童
保
育
所
へ
の
入
所
を

希
望
す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
学
童
保

育
所
と
は
、
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
児
童
に
対
し
、
適
切
な

遊
び
と
生
活
の
場
を
与
え
、
健
全
な
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
る

施
設
の
こ
と
で
す
。川
西
学
童
保
育
所
は
、

川
西
小
学
校
に
通
学
す
る
児
童
が
対
象
で

す
。

※�

現
在
入
所
中
で
引
き
続
き
入
所
さ
れ
る

児
童
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
学
童
保
育

所
を
通
じ
て
継
続
入
所
の
書
類
を
お
渡

し
し
ま
す
。

【
入
所
申
し
込
み
で
き
る
方
】

　

�

川
西
小
学
校
新
１
年
生
か
ら
新
３
年
生

の
保
護
者
の
方
で
、
就
労
・
疾
病
・
障

害
・
災
害
・
介
護
・
出
産
・
就
学
等
の

理
由
に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に
お
い
て
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
方

【
受
付
期
間
・
時
間
】

　

�

11
月
15
日
（
金
）
～
29
日
（
金
）

　

９
時
～
17
時
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

※�

期
間
・
時
間
内
に
申
し
込
み
で
き
な
い

方
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
】

◦
入
所
申
請
書

◦�
保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
こ
と
の

証
明
書
類
（
勤
務
証
明
、
診
断
書
等
）

◦�
同
意
書
（
世
帯
状
況
等
に
つ
い
て
照
会

す
る
た
め
で
す
。）

◦
印
鑑

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
３
１

▼

　
平
成
26
年
度
保
育
所（
園
）、

　
川
西
学
童
保
育
所
新
規
入
所
児
童
募
集

▲

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。
虐
待
に
よ
り
幼
い
命
を
奪
わ

れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
断
ち
ま
せ

ん
。
虐
待
の
早
期
発
見
の
た
め
、「
児
童

虐
待
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

く
だ
さ
い
。

※�

連
絡
者
を
保
護
者
に
教
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※�

も
し
虐
待
に
あ
た
ら
な
い
場
合
で
も
、

責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

連　絡　先 曜　日 時　間 電話番号
川 西 町 役 場
健 康 福 祉 課 月～金 8：30～17：15 0745-44-2631

児童家庭支援センター
あ す か

土日祝 24時間対応
0744-44-5800

平日夜間 17：15～翌朝８：30
奈 良 県 中 央 こ ど も
家 庭 相 談 セ ン タ ー 365日 24時間対応 0742-26-3788

児 童 相 談 所
全 国 共 通 ダ イ ヤ ル 365日 24時間対応 0570-064-000

田 原 本 警 察 署 365日 24時間対応 0744-33-0110
※�児童家庭支援センターあすかは、児童福祉法に規定された児童福祉施設

で、磯城郡と児童虐待に関する相談支援業務の委託契約をしています。

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
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６
月
か
ら
始
ま
っ
た
健
診
期
間
も
残
り

３
ヶ
月
。
ご
自
身
の
た
め
に
も
、
必
ず
一

年
に
１
回
は
健
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。
内

容
は
、
身
体
計
測
・
尿
検
査
・
血
液
検
査
・

心
電
図
・
医
師
の
診
察
で
す
。
費
用
は
ワ

ン
コ
イ
ン（
５
０
０
円
）と
お
手
軽
で
す
！

今
年
度
、
ま
だ
健
診
を
う
け
て
い
な
い
方

は
こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

集
団
健
診

※�

30
歳
代
の
方
は
集
団
健
診
の
み
と
な
り

ま
す
。�

日 

時
・
場
所

　

�

11
月
15
日
（
金
）・
16
日
（
土
）
9
時
～

11
時
30
分

　

�

中
央
公
民
館
け
や
き
ホ
ー
ル

　

12
月
14
日
（
土
）
9
時
～
11
時
30
分

　

保
健
セ
ン
タ
ー�

申 

込
方
法　
保
険
年
金
課
ま
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

個
別
健
診

期
間　
平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で

場 

所　

県
指
定
の
健
診
実
施
医
療
機
関

（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申 

込
み
方
法　
希
望
す
る
医
療
機
関
に
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
診
時
の
持
ち
物

◦�

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
紛
失
さ
れ
た
方

は
再
発
行
で
き
ま
す
。
な
お
、
30
歳
代
の

方
は
健
診
申
込
み
後
に
送
付
し
ま
す
）

◦
被
保
険
者
証

◦�

質
問
票
（
紛
失
さ
れ
た
方
は
再
発
行
で

き
ま
す
）

料 

金　
５
０
０
円
（
集
団
健
診
・
個
別
健

診
共
に
同
額
で
す
）

★ 

お
願
い
★　
職
場
で
の
健
診
や
人
間
ド

ッ
ク
等
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
健
診
結

果
の
提
出
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
２
１

30
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
様
へ

特
定
健
康
診
査（
ワ
ン
コ
イ
ン
健
診
）は
お
済
み
で
す
か
？

西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
い
き
い
き
広
輪

　
い
き
い
き
広
輪
は
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

右
脳
を
活
性
さ
せ
る
内
容
な
ど
を
通
じ
て
、

い
ろ
ん
な
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
喜
び

や
楽
し
み
を
見
出
し
、
互
い
に
支
え
あ
い

な
が
ら
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

い
き
い
き
広
輪
で
は
、
毎
月
い
ろ
ん
な
催

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
あ

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
と
出
会
え
る

こ
と
を
こ
こ
ろ
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

■
千
葉
さ
ん
の

　
　
　

音
楽
療
法

〜�

懐
か
し
の
歌
・
思
い
出

　
　

の
曲
で
心
も
か
ら
だ

　
　
　

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
〜

　

�【
特
別
企
画
】

・
年
齢
に
関
係
な
く
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
世
界
一
の
長
寿
国
日
本
!!
心
も
か
ら
だ

も
元
気
で
い
た
い
で
す
ね
。
歌
を
歌
っ
た

り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動
か

す
こ
と
を
通
し
て
、
脳
や
か
ら
だ
の
動
き

を
活
性
化
す
る
と
い
う
音
楽
療
法
。

　
楽
器
（
マ
ラ
カ
ス・ハ
ン
ド
ベ
ル
な
ど
）

を
合
奏
し
た
り
、
懐
メ
ロ
や
思
い
出
の
曲

を
歌
っ
た
り
、
曲
に
合
わ
せ
て
お
手
玉
な

ど
を
し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
な

問
い
合
わ
せ
及
び
申
し
込
み

　
　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
４
５（
44
）２
０
８
０

が
ら
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
吹
き
飛
ば
し
、

心
と
か
ら
だ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き

ま
す
。
さ
あ
、
久
し
ぶ
り
に
声
を
出
し
て

歌
い
ま
せ
ん
か
？
ご
近
所
や
お
友
だ
ち
と

一
緒
に
、
ま
た
は
、
ひ
と
り
で
参
加
し
て

新
し
い
出
会
い
を
！
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
時　

�

11
月
22
日(

金)　

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　
所　
西
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

ゲ
ス
ト　

�

千
葉　
定
子
さ
ん

（
日
本
音
楽
療
法
学
会
認
定
音
楽
療
法
士
）

参
加
費　
１
５
０
円　

(

お
茶
菓
子
代)

定　
員　
25
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
期
間

　

�

11
月
７
日
（
木
）
～
15
日
（
金
）

　
土
・
日
の
ぞ
く

健康運動サポーターの皆さん

千葉　定子さん
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日 月 火 水 木 金 土

      １ 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

図書館
川西文化会館内

☎0745-44-2212
開館時間　9:30～17:00

＊新しく入った本から＊

11月の休館日
＊ 

図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き
は
、

「
本
を
返
す
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
視
聴
覚
資
料
は
除
く
）

のおしらせ

　　クリスマスイブまで、毎日一つずつ窓を
　　開けていく、楽しいカレンダーです。

と　き　11月29日（金）　9：30～11：30
ところ　川西文化会館　１階　創作室
対　象　川西町内在住の大人の方　
定　員　先着10名
持ち物　�はさみ、のり、定規、色鉛筆、鉛筆、

消しゴム、カッターナイフ、カッター
マット（あれば）

申込み　�11月4日（月）から開館時間中に１階
カウンターまたは電話（0745-44-

　　　　　　　　2212）で受け付けます。

〜大人のための工作教室〜

◎小さい人（４歳～１年生）
  ９日（土）　「なぞなぞのすきな女の子」
◎大きい人（２年生～中学生）
  24日（日）　「エパミナンダス」
　 どちらも10：30〜11：00まで
　 図書館２階　おはなしのへやで

11月のおはなし会

あじわい夕日新聞　夢をアリガトウ 原　　由子 朝日新聞出版
家と庭と犬とねこ 石井　桃子 河出書房新社
市川中車　46歳の新参者 香川　照之 講 談 社
いますぐできるロコモ体操　肩 ･腰 ･ひざを強くする 渡曾　公治 家の光協会
イーラーショシュ　トランシルヴァニアの伝統刺繍 谷崎　聖子 文化出版局
｢動かない｣ と人は病む　生活不活発病とは何か 大川　弥生 講 談 社
産みたいのに産めない　卵子老化の衝撃 NHK取材班 文芸春秋
大きな字ですぐわかるはじめてのパソコン 尾崎　裕子
おかあさんと一緒になおすこどもの便秘 小林　弘幸 幻 冬 舎
科学以前の心 中谷宇吉郎 河出書房新社
カメ飼育ノート　水棲ガメの生態から飼育､ 繁殖まで 大谷勉ほか 誠文堂新光社
変わる力　セブン・イレブン的思考法 鈴木　敏文 朝日新聞出版
狂言兄弟　千作・千之丞の八十七年 毎日新聞社
古代遺跡の七不思議　Newton が選ぶ新 ･世界の七不思議 ニュートンプレス
歳月がくれるもの　まいにち､ ごきげんさん 田辺　聖子 世界文化社
シスターズ・ブラザーズ パトリック・デウィット 東京創元社
指導死　追いつめられ､ 死を選んだ七人の子どもたち｡ 大貫隆志ほか 高 文 研
地元菓子 若菜　晃子 新 潮 社
植物のあっぱれな生き方 田中　　修 幻 冬 舎
女性のための囲碁の教科書 吉原由香里／監修 土屋書店
人類20万年遥かなる旅路 アリス・ロバーツ 文芸春秋
聖なる怠け者の冒険 森見登美彦 朝日新聞出版
絶対！うまくなるハーモニカ100のコツ 木谷　悦子
なぜあなたは食べ過ぎてしまうのか 岡嵜　純子 講 談 社
日本語は「空気」が読める 石黒　　圭 光 文 社
能を読む３　元雅と禅竹 角川学芸出版
原田正純の道　水俣病と闘い続けた医師の生涯 佐高　　信 毎日新聞社
ハンドブック集団的自衛権 浦田一郎ほか 岩波書店
ハンドメイドでおしゃれなブレスレットBOOK 阪本　敬子 日本ヴォーグ社
100歳、ずっと必要とされる人 日経ＢＰ社
部首ときあかし辞典 円満字二郎 研 究 社
北京烈日　中国で考えた国家ビジョン2050 丹羽宇一郎 文芸春秋
｢便利｣ は人を不幸にする 佐倉　　統 新 潮 社
僕の島は戦場だった　封印された沖縄戦の記録 佐野　眞一 集 英 社
｢ほめ方」「叱り方」「しつけ方」に悩んだら読む本 佐々木正美ほか PHP 研究所
身近な昆虫識別図鑑　フィールドガイド 海野　和男 誠文堂新光社
未盗掘古墳と天皇陵古墳 松木　武彦 小 学 館
認めて励ます人生案内 増田　明美 日本評論社
モネ・ゴッホ・ピカソも治療した絵のお医者さん 岩井希久子 美術出版社
夢の本棚のあるインテリア エクスナレッジ

アスキー・メデ
ィアワークス

レスリー・ゲデ
ス＝ブラウン

茂山千作・
茂山千之丞

福井福太郎
・広野彩子

ヤマハミュージ
ックメディア

アドベントカレンダーをつくりましょう

梅原　猛・
観世　清和

http://library.town.kawanishi.nara.jp
　図書館のホームページでは、蔵書の検索をはじめ、利用案内
や行事のお知らせ、図書館カレンダー等をご覧いただけます。
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こんにちは♪ひだまり♪です
川西町子育て支援センター

★11月１日（金）青空広場
時　間　10：00〜11：30
場　所　結崎五丁目公園（三角公園）
対　象　就学前の親子
◎�当日の朝８：30現在、雨天（小雨）のとき
は中止になります。

★11月22日（金）　お楽しみデー
◦「クリスマスの飾りつけ」
◦11月生まれのお誕生日会
お子さんの誕生月には、
プレゼントを作ってもら
います。事務所に声をか
けてくださいね。

11月・12月の主な行事予定

子育て支援センター　☎０７４５－４３－２５７５　相談　☎０７４５－４３－２７７４（育児・しつけ・発達等）

日　　時 内　　容 場　　所
11月
�１日（金）10：00〜11：30� 青空広場 結崎５丁目公園（三角公園）
�７日（木）10：00〜11：30 １歳児親子教室 子育て支援センター
�８日（金）10：00〜11：30 ２歳児親子教室 子育て支援センター
14日（木）10：00〜11：30 ０歳児親子教室 子育て支援センター
15日（金）10：00〜11：30 めばえ広場 結崎公民館
22日（金）10：00〜11：30 お楽しみデー 子育て支援センター
29日（金）10：00〜11：30 第７回子育て講座 子育て支援センター
12月
�５日（木）10：00〜11：30� ０歳児親子教室 子育て支援センター

10日（火）10：00〜11：30 お楽しみデー
（クリスマス会） けやきホール

※休館日は日、月、水（午後）、祝祭日です。

第７回子育て講座

日　時　11月29日（金）　10時〜11時30分
講　演　「世界でただひとつのアルバムをつくってみませんか？」
講　師　毛利　美子さん（スクラップブッキング講師）
　　　　※この講座は申し込みが必要です。
募集人数：10名程度
申し込み期間：11月１日〜11月14日
申し込み場所：子育て支援センター
材料費：500円（当日徴収させていただきます。）

「あずかり隊」からのお知らせ
お子さんの一時預かりを希望される方、気がねなくご利用ください。理由は問いません。

♪めばえ広場♪

日　　時　11月15日（金）
　　　　　10時〜11時30分
対象大字　南団地・美ノ城・辻・井戸
対 象 児　０歳〜３歳児の親子
実施場所　結崎公民館

※対象児には案内状を持って
　行かせていただきます。

料金：ひとり1時間あたり600円（兄弟2人の場合は900円）※詳しくは子育て支援センターまで。（☎0745-43-2575）

依頼者
（一時預かりを希望する人）

ファミリーサポートセンター
（子育て支援センター）

援助者
（一時預かりをする人）

①援助の依頼

④援助者の紹介

②援助活動の依頼

③援助活動の了承

⑤時間・場所・料金の決定
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問い合わせ・申し込み　保健センター　TEL：0745−43−1900　FAX：0745−43−2812

「運動をしたいと思ってるけど、なかなか始めるきっかけがなくて ･･･」そんな方にぜひお勧めです！
ご自分の生活習慣の中に運動の習慣を取り入れるきっかけとして、お気軽にぜひご参加ください！
　　日　時：11月14日（木）13:30〜15:00
　　　　　　11月28日（木）13:30〜15:00
　　　　　　12月12日（木）13:30〜15:00
　　場　所：川西文化会館２階サークル室
　　講　師：健康サポートステーションWIN　中野正英氏
　　　　　　健康運動実践指導者　岸下利栄氏
　　持　物：上靴・タオル・水筒
　　　　　　体操しやすい服装でお越し下さい。申込み〆切は教室開催前日まで。

健康づくり体操教室のご案内
健康かわにし21推進事業

　肺炎は日本人の死亡原因の第４位となっています。中でも高齢者の肺炎は、初期症状が風邪と似て
いることから気づかれにくいため、致命的な病気といわれています。肺炎球菌ワクチンを接種するこ
とで、肺炎の原因菌の約８割に予防効果が期待できます。
　川西町では、肺炎球菌ワクチンを接種された費用のうち３，０００円を上限として助成しています。
　◆対象者：満70歳以上の方（�予防接種が健康保険の適応となったり、これまでにこの予防接種を受

けたことがある方は除きます。）
　　　　　　※この助成を受けられるのは、お一人につき１回限りです。
　◆手続きに必要なもの
　　　　接種を証明する領収書　被接種者氏名、接種年月日、予防接種名、領収金額
　　　　　　　　　　　　　　　接種した医療機関名が記載された領収印のあるもの
　　　　振込先の金融機関の通帳（請求書の記入の際に必要です）
　　　　印鑑（スタンプ印不可）
※手続き・お問い合せは保健センターまで

高齢者肺炎球菌ワクチン接種費用助成について

　定期接種として行われている麻しん風しん混合（MR）予防接種の接種率が低く、感染する方が増え
ています。麻しん・風しんは予防接種で予防できる病気です。重症化を防ぐためにも、予防接種でお
子さんを守ってあげましょう！
　対象者（定期接種）
　　１期：生後１歳から２歳未満の児
　　２期：小学校就学前１年間の児（平成19年４月２日〜平成20年４月１日生まれ）
　接種期間
　　１期：２歳の誕生日の２日前まで
　　２期：平成26年３月31日まで
　　※�期間を過ぎると、任意接種になり全額自己負担となります。接種がまだ済んでいないお子さんは、

体調の良いときにできるだけ早めに接種しましょう。

麻しん・風しん予防接種（１期・２期）を受けましょう！
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項　　目 対　　象 日　　時 実　施　内　容

健 康 相 談
※ 時 間 予 約 制

生活習慣病について
心配な方、健診結果
について聞きたい方

11月18日（月）
実施時間
9：00〜11：30

健診結果の説明や日常生活に関するこ
となど個別の相談に応じます。
＊�健診や血液検査の結果などを持参し
てください。

こ こ ろ の
健 康 相 談
※ 時 間 予 約 制

精神疾患・心の悩み
を相談したい方

随時
（お電話ください）

精神保健福祉士・保健師等が相談に応
じます。

お　と　な

保健センターGUIDE
保健センターで実施します

項　　目 対　　象 日　　時 実　施　内　容

1 0ヵ 月 児
健 康 相 談

生後９〜11ヵ月児（平
成24年11月11日〜平成
25年２月10日生まれ）
※�対象者には個別通知します。

11月７日（木）

受付時間
9：00〜9：15

身体計測、発達・生活・栄養・歯
科相談
離乳食の話、歯みがきの話

１歳６ヵ月児
健 康 診 査

１歳６ヵ月〜１歳８
ヵ月児（平成24年２
月11日〜平成24年５
月10日生まれ）
※�対象者には個別通知します。

11月８日（金）

受付時間
13：30〜14：30

問診、身体計測、内科診察
歯科検診、生活・栄養・歯科・発
達相談

Ｂ Ｃ Ｇ
予 防 接 種

生後５〜８ヵ月未満
の児（平成25年４月
５日〜平成25年７月
２日生まれ）

12月３日（火）

受付時間
13：30〜13：45

BCG は結核を予防するワクチン
です。接種当日に１歳を超えると
任意接種（実費負担）となります
ので忘れずに受けましょう。
＊持ち物：予診票、体温計

４・５ヵ月児
健 康 診 査

生後4・5ヵ月児（平
成25年６月11日〜８
月10日生まれ）
※�対象者には個別通知します。

12月６日（金）

受付時間
13：00〜13：20

問診、身体計測、内科診察、生活・
栄養相談
絵本の読み聞かせについて

三 種 混 合
予 防 接 種

生後３ヵ月〜７歳半
未満の児

12月10日（火）
平成26年
１月７日（火）
２月４日（火）
受付時間
13：30〜13：45

《初回接種》
20日〜56日間隔で３回接種してください。
《追加接種》
初回接種終了後12〜18ヶ月の間
に１回接種してください。
＊持ち物：予診票、体温計

３歳６ヵ月児
健 康 診 査

３歳６ヵ月〜３歳８
ヵ月児（平成22年３
月16日〜平成22年６
月15日生まれ）
※�対象者には個別通知します。

12月13日（金）

受付時間
13：30〜14：30

問診、身体計測、尿検査、内科診察、
視覚・聴覚検査、歯科検診
生活・栄養・歯科・心理発達相談

※転入などで予防接種の予診票をお持ちでない方は、保健センターまで連絡してください。

こ　ど　も ＊母子健康手帳を持参して下さい。
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11月の納期
納期限  12月２日（月）

●国民健康保険税
　（普通徴収 ･ 第5期分）
●後期高齢者医療保険料
　（普通徴収 ･ 第5期分）
保険年金課　☎0745－44－2621
●介護保険料
　（普通徴収 ･ 第5期分）
介護保健室　☎0745－44－2635

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
に
つ
い
て
は
、
産
業
建
設
課
窓

口
に
て
11
月
1
日
よ
り
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅
及
び
戸
数

　

下
永
町
営
住
宅
（
１
戸
）

◦�

高
齢
者
（
満
60
歳
以
上
世
帯
）

　

向
け
住
宅

　

�（
昭
和
31
年
4
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

※�

詳
し
い
条
件
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

間
取
り　
２
Ｄ
Ｋ

入
居
予
定
日　
平
成
26
年
1
月
1
日

申 

込
期
間　
11
月
11
日（
月
）～
18
日（
月
）

９
時
～
17
時
（
土
日
を
除
く
）

申 

込
方
法　
所
定
の
用
紙
を
産
業
建
設
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
郵
送
不
可
）

　

�

11
月
８
日
（
金
）
に
住
宅
を
公
開
し
ま

役場・関係機関
電 話 番 号 帳

役場代表（総務課） 0745-44-2211

財 政 課 0745-44-2671

ま ち づくり推進課 0745-44-2213

税 務 課 0745-44-2642

住 民 生 活 課 0745-44-2611

環 境 整 備 事 務 所 0745-43-1766

保 険 年 金 課 0745-44-2621

健 康 福 祉 課 0745-44-2631

介 護 高 齢 室 0745-44-2635

保 健 セ ン タ ー 0745-43-1900

産 業 建 設 課 0745-44-2679

上 下 水 道 課 0745-43-0331

議 会 事 務 局 0745-44-2681

会 計 課 0745-44-2648

教 育 総 務 課 0745-44-2684

社 会 教 育 課
（ 文 化 会 館 ）

0745-44-2214

図 書 館 0745-44-2212

西 人権文化センター 0745-44-2080

東 人権文化センター 0743-64-0650

いぶき子どもセンター 0745-43-0550

すばる子どもセンター 0743-64-1989

子 育て支援センター 0745-43-2575

中 央 体 育 館 0745-44-1616

す
の
で
、
確
認
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
産
業
建
設
課

　

☎
０
７
４
５（
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）２
６
７
９

　

私
た
ち
の
日
常
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活
に
は
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に
関
わ

る
問
題
（
女
性
・
子
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・
高
齢
者
・
障

が
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の
あ
る
人
・
同
和
問
題
・
在
日
外
国

人
に
対
す
る
差
別
な
ど
）
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
川
西
町
で
は
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

解
決
の
一
環
と
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。（
１
人
約
30
分
）

日
時　
12
月
10
日
（
火
）
13
時
～
16
時

場
所　
川
西
町
福
祉
施
設　

ぬ
く
も
り
の
郷

受 

付　

11
月
５
日
（
火
）
～
29
日
（
金
）

迄
（
土
、
日
曜
日
は
除
く
）　

９
時
か

ら
17
時

※
先
着
順
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
６
１
１

　

水
道
の
定
期
検
針
を
左
記
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実 

施
日　
11
月
12
日
（
火
）、13
日
（
水
）、

14
日
（
木
）、
15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ　
水
道
部
上
下
水
道
課

　

☎
０
７
４
５（
43
）０
３
３
１

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

11
月
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
月
で
す

地元産のお米と野菜のお店　タツミ

農産物直売所OPEN!
産直だから「おいしい」
産直だから「新鮮」

営業時間10：00〜17：00

秋の一日、野外料理やゲームをして楽しみましょう
日時：平成25年11月16日（土）　※雨天中止
　受け付け　午前10時　開始 午前10時半　終了 午後2時ごろ
場所：川西健民グラウンド
対象：小学生以下の親子 　持ち物：水筒、タオル
費用：一人100円（保険代） 　申し込み不要

　問い合わせ　☎0744-32-0997 城戸
　主催　ボーイスカウト磯城第一団

ボーイスカウト体験会

川西町保田（タツミ）
☎0745-43-2156

連絡先 ･ お問い合わせ

地元産

米・野菜

唐院小学校
跡地

飛鳥川
ガソリン
スタンド

ふれあい
センター

ココ



2013.11. １　川西1�

情　報　ひ　ろ　ば
　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女

性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
が
左
記
の
と
お
り
無

料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日 

時　
11
月
18
日
（
月
）
～
24
日
（
日
）

　
（
平
日
）
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

　

�（
土
曜
日
・
日
曜
日
）
10
時
か
ら
17
時

ま
で

対
象　
県
内
在
住
の
女
性

相 

談
員　
奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
擁
護
委
員

　

�

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０
（
全

国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

県
内
の
環
境
保
全
や
不
法
投
棄
の
抑
制

を
目
的
と
す
る
、「
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
」

強
化
週
間（
11
／
4（
月
）～
11
／
10（
日
））

の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、「
不
法
投
棄
ゼ

ロ
作
戦
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
2
日
（
土
）
13
時
か
ら

場
所　
桜
井
市
立
図
書
館
（
入
場
無
料
）

内 

容　

･

啓
発
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
の
表

彰
式
・
展
示･

タ
レ
ン
ト�

立
原
啓
裕

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演･

奈
良
を
愛
す

る
お
じ
さ
ん
バ
ン
ド
＂Alw

ays

＂
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

問 

い
合
わ
せ　
奈
良
県
不
法
投
棄
ゼ
ロ
作

戦
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会　

☎
０
７
４
２（
27
）８
７
４
８

　

�

詳
し
い
内
容
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
奈
良
県

景
観
・
環
境
局　

廃
棄
物
対
策
課

　

�U
RL　

http://w
w
w
.pref.nara.jp/

dd.aspx?m
enuid=25029

　

住
生
活
総
合
調
査
は
、国
土
交
通
省
が
、

昭
和
35
年
か
ら
概
ね
５
年
ご
と
に
実
施
し

て
い
る
統
計
調
査
で
す
。
対
象
と
な
る
地

区
は
、
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
約
18
万
地
区
か
ら
、
約
１
万
１
千

地
区
を
無
作
為
に
抽
出
し
て
い
ま
す
。

　

川
西
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
対
象
と
な

っ
た
17
世
帯
か
ら
８
世
帯
を
無
作
為
に
抽

出
し
、
11
月
下
旬
に
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
二
つ
の

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
結
果
は
皆

さ
ん
の
住
生
活
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
住
宅
政
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※�

「
統
計
法
」
に
よ
り
、
調
査
員
な
ど
の

調
査
関
係
者
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、

徴
税
な
ど
統
計
を
作
る
目
的
以
外
に
調

査
票
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　

�

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
局
住
宅
課

　

☎
０
７
４
２（
27
）７
５
４
０

〜
第
３
号
被
保
険
者
期
間
に
関
す
る

　
お
知
ら
せ
の
送
付
に
つ
い
て
〜

　

会
社
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は

国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険
者
」
と
な

り
ま
す
が
、
そ
の
会
社
員
が
退
職
し
た
場

合
や
配
偶
者
自
身
の
収
入
増
（
年
収

１
３
０
万
円
以
上
）
な
ど
に
よ
り
扶
養
か

ら
外
れ
た
場
合
に
は
、「
第
１
号
被
保
険

者
」
に
切
り
替
え
る
た
め
の
届
出
が
義
務

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
出
が
漏
れ

て
い
る
た
め
に
年
金
記
録
が
不
整
合
と
な

っ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
25
年
５
月

か
ら
第
３
号
か
ら
第
１
号
へ
の
切
り
替
え

の
届
出
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

送
付
さ
れ
た
書
類
を
放
置
さ
れ
て
い
ま

す
と
、
不
利
益
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の

年
金
事
務
所（
☎
０
７
４
４（
42
）０
０
３
３
）

又
は
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
第
３
号
被
保
険
者
不
整
合
記

録
問
題
」
の
詳
細
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
の
固
定
価
格
買
取

制
度
の
実
施
に
伴
い
、
太
陽
光
発
電
事
業

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
県

で
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
太
陽
光
発
電
の

導
入
促
進
の
た
め
に
、
土
地
・
屋
根
の
活

用
を
希
望
す
る
こ
れ
ら
の
所
有
者
と
、
太

陽
光
発
電
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る
事
業

者
の
募
集
を
行
い
、
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入
に
向
け
た
双
方
の
主
体
的
な
協
議
を

促
進
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
の
た
め
に
土
地
活

用
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
方
、
太
陽
光
発

電
事
業
を
実
施
し
た
い
と
い
う
事
業
者
の

方
は
、
ぜ
ひ
奈
良
県
太
陽
光
発
電
推
進
マ

ッ
チ
ン
グ
事
業
へ
の
参
加
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

応
募
期
間　
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
方
法
・
要
件
・
必
要
書
類
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
先

　

�

奈
良
県
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課　

省
エ
ネ

環
境
係

　

☎
０
７
４
２（
27
）８
７
３
３　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２（
27
）８
５
６
７

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.pref.nara.jp/33156.htm

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

不
法
投
棄
ゼ
ロ
作
戦
推
進
大
会
の

開
催
の
ご
案
内

平
成
25
年

住
生
活
総
合
調
査
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

奈
良
県
太
陽
光
発
電
推
進
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
の
ご
案
内
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発
達
障
害
の
あ
る
方
々
が
安
定
し
て
働

き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
、
講
演
・
報
告
い
た
だ
き
、
参
加
者
の

皆
様
と
と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
参
加

は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
16
日
（
土
）
10
時
～
17
時

場
所　
奈
良
女
子
大
学　

講
堂

定
員　
４
０
０
名

内 

容　
①
講
演
「
発
達
障
害
者
の
就
労
と

地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
に
～
当
事
者

と
し
て
思
う
こ
と�

感
覚
や
運
動
面
か

ら
の
理
解
と
支
援
～
」（
講
師　

笹
森

理
絵
さ
ん
）
②
体
験
報
告
～
当
事
者
グ

ル
ー
プ
か
ら
～

申
し
込
み　
11
月
6
日
（
水
）
締
め
切
り

　

�

電
子
メ
ー
ル
に
、「
氏
名
」「
所
属
・
職

名
」「
住
所
」「
連
絡
先
」「
セ
ミ
ナ
ー
に

期
待
す
る
こ
と
」を
記
載
し（com

pass

　

�1116@
gm

ail.com

）へ
送
信
。ま
た
は
、

役
場
健
康
福
祉
課
窓
口
設
置
の
申
込
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
信
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２（
93
）７
７
１
２

問 

い
合
わ
せ　
奈
良
県
発
達
障
害
支
援
セ

ン
タ
ー
で
ぃ
あ
ー

　

☎
０
７
４
２（
62
）７
７
４
６

　

応
急
手
当
を
正
確
か
つ
迅
速
に
行
え
る

こ
と
で
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。
磯
城
消

防
署
で
は
、
定
期
的
に
講
習
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

日 

時　
11
月
16
日
（
土
）、12
月
８
日
（
日
）

９
時
00
分
～
12
時
00
分

場
所　
磯
城
消
防
署

内 

容　
普
通
救
命
講
習（
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
、

心
肺
そ
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
磯
城
消
防
署
救
急
係

　

☎
０
７
４
４（
33
）２
４
６
１

◦�
個
人
事
業
税
の
第
２
期
分
の
納
期
限
は

12
月
２
日
（
月
）
で
す
。

◦�

今
回
納
付
い
た
だ
く
分
は
第
２
期
分
で
す
。

　

第
２
期
分
の
納
付
書
で
、
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

個
人
事
業
税
の
納
付
書
は
、
8
月
に
第

１
期
分
と
第
2
期
分
を
ま
と
め
て
送
付

し
て
お
り
ま
す
。

＊�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
や

ペ
イ
ジ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
・
Ａ
Ｔ

Ｍ
か
ら
の
納
付
）
も
で
き
ま
す
。

＊�

口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。（
金
融
機
関

に
申
込
）

問
い
合
わ
せ　
奈
良
県
桜
井
県
税
事
務
所

　

☎
０
７
４
４（
43
）３
１
３
１

日
時　
11
月
17
日
（
日
）
13
時
30
分
～

場
所　
川
西
文
化
会
館
サ
ー
ク
ル
室
Ａ
Ｂ
Ｃ

内
容　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
お
か
え
し
」
他

　

�

乳
幼
児
の
方
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
は
な
し
の
森

代
表　

岡
田
幸
与
（
☎
０
７
４
５（
44
）

０
２
１
６
）
ま
で
。

　

葛
と
薬
種
で
栄
え
た
「
か
ぎ
ろ
い
」
の

た
つ
町　

大
宇
陀
町
並
み
散
策
！

　

古
代
、
狩
猟
と
薬
草
摘
み
の
場
だ
っ
た

大
宇
陀
は
、
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
江
戸

時
代
の
ま
ま
風
情
を
現
在
も
色
濃
く
残
す

町
並
で
す
。
自
然
と
歴
史
が
融
合
し
た

人
々
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

日 

時　
11
月
17
日
（
日
）
結
崎
駅
8
時
集

合　

小
雨
決
行

行 

程　
結
崎
駅
（
８
：
12
発
）
→
八
木
駅

（
８
：
52
発
）
→
榛
原
駅
（
９
：
05
着
）

　

榛
原
駅
（
バ
ス
９
：
28
発
）
→
大
宇

陀
バ
ス
停
（
９
：
46
）（
町
並
み
散
策
・

４
時
間
）（
昼
食
含
）
→
大
宇
陀
バ
ス

停
（
14
：
33
）
→
榛
原
駅
（
14
：
59
発
）

→
八
木
駅
（
15
：
31
発
）
→
結
崎
駅

（
15
：
42
着
）

交
通
費
等　
１
，
７
０
０
円

参
加
費　
１
０
０
円

※
雨
具
・
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

福
山
☎
０
７
４
５（
44
）２
６
０
２

　

森
川
☎
０
７
４
５（
44
）０
７
０
６

　

薦
田
☎
０
７
４
５（
43
）１
６
５
３

　

今
年
で
第
４
回
大
会
と
な
る
「
奈
良
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
３
」。
コ
ー
ス
の
奈
良
市

及
び
天
理
市
に
お
い
て
交
通
規
制
を
実
施

し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 

交
通
規
制
日
時　
12
月
８
日
（
日
）

　

８
時
30
分
頃
～
15
時
頃

② 

主
な
規
制
区
間　
・
国
道
３
６
９
号
等

（
大
宮
通
り
）
二
条
大
路
南
５
丁
目
～

県
庁
東
～
焼
門
前

◦�

国
道
１
６
９
号
（
天
理
街
道
）
紀
寺
～

窪
之
庄
町
南

◦�

県
道
高
畑
山
線
等�

高
樋
町
～
円
照
寺

前
～
高
畑
町

◦�

奈
良
市
道
等
（
や
す
ら
ぎ
の
道
）�

高
天

～
奈
良
市
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場

◦
奈
良
公
園

◦
天
理
市
内

③ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
交

通
規
制
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.nara-m

arathon.jp/

問
い
合
わ
せ

　

奈
良
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
７
４
２（
81
）８
７
５
２

発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー

奈
良
県
桜
井
県
税
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

応
急
手
当
講
習
会

「
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
３
」

開
催
に
伴
う
交
通
規
制
に
つ
い
て

第
84
回　

歩
い
て
見
よ
う
会

川
西
文
化
会
館
お
は
な
し
の
森

秋
の
お
楽
し
み
会
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11
月
の
町
民
開
放
日
（
中
央
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
）
は
、
11
月
３
日
（
日
）
で
す
。

対
象
は
川
西
町
在
住
、
在
勤
者
の
皆
さ
ん

で
す
。

「
第
９
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
」

の
川
西
町
予
選
会
開
催
に
つ
い
て

【
予
選
会
】

日 

時　
12
月
15
日
（
日
）
９
時
30
分
集
合

10
時
開
始

　
�

雨
天
予
備
日　

12
月
23
日
（
月
・
祝
）

　

９
時
30
分
集
合
10
時
開
始

場
所　
川
西
健
民
運
動
場

対
象　
町
内
在
住
の
小
学
５
・
６
年
生

予 

選
内
容　
健
民
運
動
場
内
ト
ラ
ッ
ク
約

１
，
８
０
０
ｍ
走
行
、
タ
イ
ム
計
測
で

男
女
上
位
各
６
名
選
出
。

申 

込　

11
月
５
日
（
火
）
～
18
日
（
月
）

迄
に
、川
西
町
教
育
委
員
会
事
務
局（
川

西
文
化
会
館
）
へ
申
込
用
紙
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
本
大
会
】

日 

時　
平
成
26
年
３
月
８
日
（
土
）

　

９
時
～
14
時

場
所　
馬
見
丘
陵
公
園

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

社
会
教
育
課
で
は
以
下
の
と
お
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

文
化
会
館
前
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
文
化

会
館
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇
の
手
入
れ
、

花
の
入
れ
替
え
等
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ　
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
、

自
主
事
業
や
貸
し
館
業
務
な
ど
の
舞
台
、
照

明
、
音
響
、
受
付
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
参
加
し
て

み
た
い
人
や
、
舞
台
な
ど
に
興
味
が
あ
る
方

は
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

面
塚
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
観
世
流
発
祥

地
を
記
念
し
て
地
元
と
能
楽
関
係
者
の
尽

力
に
よ
り
昭
和
11
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た

面
塚
の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

面
塚
は
、
観
世
流
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
川
西
町
の
玄
関
口
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
こ
の
地
は
、
翁
の
能
面
と
一
束
の
ネ

ギ
が
空
中
か
ら
落
ち
て
き
た
と
い
う
伝
説

が
あ
り
、
そ
の
地
を
記
念
し
た
「
面
塚
」

の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所

を
見
学
に
来
ら
れ
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま

す
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
清
掃
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
町
民
の
皆

さ
ん
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
募
集
し
ま
し

た
。
※
雨
天
の
場
合
は
中
止

日 

時　
11
月
17
日
（
日
）
９
時
よ
り
２
時

間
程
度

場
所
と
範
囲　
宮
前
橋
か
ら
面
塚
上
流

持 

ち
物　
軍
手
、
長
靴
、
タ
オ
ル
、（
準
備

出
来
る
方
は
、
金
ハ
サ
ミ
、
草
刈
り
鎌
、

の
こ
ぎ
り
等
）
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

　

本
年
度
の
成
人
式
を
左
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
な
お
、
11
月
15
日
現
在
で
川

西
町
に
住
所
が
あ
り
、
今
年
度
に
20
歳
を

迎
え
る
方
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す

の
で
ぜ
ひ
出
席
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
転
出

さ
れ
川
西
町
に
住
所
が
な
い
方
で
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
11
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
案
内
状
の
発
送
は
、
12
月
初
め
頃

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

日 

時　

平
成
26
年
１
月
13
日
（
月
）｢

成

人
の
日｣　

受
付
９
時
30
分
か
ら　

開

式
10
時

対 

象
者　
平
成
５
年
４
月
２
日
～
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
課

　

☎
０
７
４
５（
44
）２
２
１
４

川西文化会館　11月・12月の催し物（イベントインフォメーション）
日／曜日 イ　ベ　ン　ト　名� 施　設� 開　演� 入場方法 主　催　者

12月12日（木） 人・愛・ふれあいのつどい けやきホール 13：30 無　料 人権推進協議会

12月14日（土） もちつき大会 役場前駐車場 11：00 ３〜５歳児��100円
小学生以上��200円 子どもセンター

12月15日（日） 奈良MBAバトントワリングコンテスト コスモスホール 13：00 無　料 奈良MBA

12月22日（日） 第40回奈良県アンサンブルフェスティバル コスモスホール 10：00 500円
（当のみ） 奈良県吹奏楽連盟

体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

面
塚
周
辺
及
び
寺
川
（
宮
前
橋
）

上
流
の
清
掃
活
動
の
参
加
者
募
集

成
人
式
に
つ
い
て

文化祭のため、10月25日（金）〜11月７日（木）まで休館します。
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情　報　ひ　ろ　ば

奈
良
県
最
低
賃
金 

改
定

時
間
額　

７
１
０
円

（
平
成
25
年
10
月
20
日
発
行
）

　

最
低
賃
金
は
、
雇
用
形
態
や
呼
称

に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

（
特
定
の
産
業
に
は
、
特
定
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　
奈
良
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
７
４
２（
32
）０
２
０
６

泌
尿
器
科
主
任
部
長　
吉
井
将
人

　

尿
路
結
石
症
は
泌
尿
器
科
医
が
日
常
診

療
で
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
頻
度
の
高
い
疾

患
で
あ
り
、
近
年
の
医
療
技
術
の
進
歩
に

よ
り
、
様
々
な
治
療
法
を
選
択
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
尿
路
結
石
の
歴
史

は
古
く
、
約
７
０
０
０
年
前
の
古
代
エ
ジ

プ
ト
ミ
イ
ラ
の
中
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
日
本
に
お
い
て
年
間
に
ど
れ
く

ら
い
の
人
が
尿
路
結
石
に
悩
ま
さ
れ
る
か

と
い
う
と
、
人
口
10
万
人
中
50
人
程
度
で

あ
り
、
ま
た
１
０
０
人
の
う
ち
４
人
が
一

生
涯
の
間
に
一
度
は
尿
路
結
石
症
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

結
石
の
主
な
成

分
は
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
が
、
こ
れ
に
は
シ

ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
と
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
が
あ
り
、
こ
の
２
つ
の
成
分
で
尿
路
結

石
症
の
80
％
以
上
を
占
め
、
他
に
は
尿
酸

や
、
あ
る
種
の
ア
ミ
ノ
酸
（
シ
ス
チ
ン
）

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

結
石
に
対
す
る
治
療
は
１
９
８
８
年
に

Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
（
体
外
衝
撃
波
に
よ
る
尿
路
結

石
破
砕
術
）
が
保
険
収
載
さ
れ
た
の
を
境

に
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
ま
で
は
腎
結
石
お
よ
び
尿
管
結
石
に
対

す
る
治
療
は
「
切
る
」
手
術
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
後
「
切
ら
ず
に
治
せ
る
」
内
視
鏡
的

手
術
が
脚
光
を
浴
び
た
時
代
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
が
普
及
し
た
後
、
開
腹
手

術
や
内
視
鏡
的
手
術
は
一
時
激
減
し
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
内
視
鏡
の
細
径
化
お
よ

び
砕
石
装
置
の
進
歩
に
よ
り
、
再
び
内
視

鏡
手
術
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
国
保
中
央
病
院
で
は

２
０
１
３
年
６
月
に
軟
性
尿
管
鏡
お
よ
び

ホ
ル
ミ
ウ
ム
レ
ー
ザ
ー
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
経
尿
道
的
尿
路
結
石
砕
石
術
の

適
応
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
昨
年
１
年
間
の
同
手
術
件
数
は
１

件
で
あ
り
ま
し
た
が
、
導
入
後
約
３
ヶ
月

間
で
13
件
の
同
手
術
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
尿
路
結
石
の
予
防
法
で
す
が
、

水
分
を
多
く
摂
取
し
尿
量
を
増
や
す
こ
と

が
基
本
で
す
。
水
分
の
補
給
源
と
し
て
は

水
道
水
、
番
茶
、
麦
茶
な
ど
が
よ
く
、
清

涼
飲
料
水
や
シ
ュ
ウ
酸
が
多
く
含
ま
れ
る

高
級
緑
茶
、
紅
茶
、
ビ
ー
ル
は
相
応
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

規
則
正
し
い
食
生
活
が
大
切
で
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
タ
ケ
ノ
コ
な
ど
シ
ュ
ウ
酸
が
多

く
含
ま
れ
る
食
事
の
大
量
摂
取
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
国
保
中
央
病
院

　

☎
０
７
４
４（
32
）８
８
０
０

国
保
中
央
病
院
だ
よ
り

尿
路
結
石
症

コミュニティ助成事業
宝くじ助成金で購入しました。

　このたび、「平成25年度コミュニティ助成事業」宝
くじ助成金により、圧力釜他コミュニティ活動備品（み
そ作り一式）を購入しました。地域コミュニティーの
充実、地域活性化を目的とし、地域での味噌作り等で
使用します。

親よりも　先に逝きたる　娘が嘗て
　　逆立ちしつつ言ひき「倒置法」

中垣　幸子
見上げれば　緑の風と　青い空
　　流れる雲に　時を忘れる

宮本　新一
十八才の　被爆当時を　語られる
　　心の叫びを　無にするなかれ

森川　和子
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まちのアルバム 川西の出来事

②

①

③

交通安全母の会、ストップマークを設置
　８月26日、奈良県トラック協会から川西町交通安全母
の会にストップマークが贈呈されました。10月４日、そ
れを町内危険箇所に設置しました。交通事故を防ぐため
ストップマークのあるところでは一旦停止をお願いしま
す。

防災体制の充実強化に向けて
　９月21日、「川西町自主防災連絡協議会」設立総会が
開催されました。自主防災連絡協議会は町にある19の自
主防災会と行政とが連携を密にし、町全体としての防災
体制の充実強化を図ることを目的としています。会長に
伊藤彰夫氏、副会長に上原大洋氏が選出されました。ま
たその後、県政出前トークも開催され、参加者たちは防
災についての知識を深めました。

秋の交通安全運動出発式
　９月21日から30日の間、秋の交通安全運動が行われま
した。９月20日には田原本警察署において出発式が行わ
れ、磯城地区交通対策協議会会長の竹村町長が出発宣言
を行いました。また出発式後には歩道で交通安全の啓発
活動が実施され、交通安全意識の普及と浸透が呼びかけ
ました。

磯城地区交通安全フェスティバル
　９月27日、コスモスホールで磯城地区交通安全フェス
ティバルが開催されました。フェスティバルでは交通安
全に功労のあった個人や企業の表彰、飲酒運転撲滅宣言、
第２部ではアトラクションが行われました。参加者は交
通ルールの遵守と交通マナーの実践の重要性を再確認す
る良い機会となりました。

②

①

②

①

③ ②

①

①ストップマークの寄贈を受ける喜多会長と中川副会長。
②これがストップマークです。③足型マークを設置する母
の会の委員。

①会長の伊藤彰夫氏（左）と副会長の上原大洋氏（右）。
②県政出前トークでは「わが家の震災対策」について学び
ました。

①出発宣言を行う竹村町長。②ドライバーや歩行者に交通
安全啓発が実施されました。

①アンダンテによるフルート演奏。②のぶうやによる和太
鼓演奏。③有山優子さんの秋風コンサート。
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9/29

まちのアルバム 川西の出来事

川西幼稚園
うんどうかい

スポーツカーニバル

　　かわにし
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まちのアルバム 川西の出来事

式下中学校
体育大会

②

①

③

安全・安心の街　磯城地区住民大会
　10月11日、コスモスホールで磯城地区住民大会が開催
されました。大会では、田原本警察生活安全課の田中紀
宏さんが講演「安全安心の街をつくるために」を行い、
川西幼稚園の園児は防犯のテーマソング「いかのおすし
一人前」などを披露しました。多くの来場者にとって、
犯罪を防ぐためにどうすればよいのかについて考える良
い機会となりました。

「磯城の里」観光ウォークが
開催されました

　10月20日、「磯城の里」観光ウォークが開催されました。
開会式では、吉本芸人の林家笑丸さんや、磯城郡３町の
ゆるきゃら（ももたん・みやっぴぃ・ネッピー）、吉本の
着ぐるみ（寛平ちゃん・しげじい）も応援に駆け付けま
した。
　当日はあいにくの雨でしたが、参加者は約13ｋｍの行
程で磯城郡３町の名所を巡り、地域の魅力と多くのボラ
ンティアの方々の“おもてなし”に触れていただきました。

①園児たちによる「いかのおすし１人前」。②スペシャル
ゲストのせんと君とナポ君。③田原本警察生活安全課　田
中紀宏さんによる講演。
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人　口／8 , 8 3 4人
　　男　4 , 2 8 1人
　　女　4 , 5 5 3人
世帯数／3 , 4 7 9世帯

（平成25年10月１日現在）

■
広
報
川
西
　
第
526号

　
平
成
25年

11月
１
日
発
行
　
■
発
行
　
奈
良
県
川
西
町
　
■
編
集
　
川
西
町
役
場
総
務
部
総
務
課
/奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
大
字
結
崎
28―1　

☎
0745―44―2211　

■
橋
本
印
刷
株
式
会
社

編集後記
　９月、10月と町内では、たくさんのスポーツイベントが開催されました。
私は、広報の仕事をするまで、こういったイベントに参加したことがありま
せんでした。仕事といえ参加するとイベント自体もたくさんの方々との出会
いも楽しいものです。11月は文化祭が開催されます。参加されたことのない
方、一度参加してみてください。楽しいですよ。

　「まごわやさしい」でカラダに元気を！！
　「ま：豆類、ご：ごま（種子類）、わ：わかめ（海
藻類）、や：野菜、さ：魚、し：しいたけ（きのこ類）、
い：いも類」を食生活に取り入れることで、生活習
慣病予防、老化予防、骨を丈夫にするなどの効果が
あると言われています。
　今月は、「い：いも（さつまいも）」のレシピを紹
介します。
　さつまいもは、ビタミンCが豊富で、その含有量
はイモ類の中でもっとも多くなっています。また、
セルロースという食物繊維も豊富で、便秘解消に効
果的です。

〜健康かわにし21〜

さつまいもごはん

材料（４人分）

作り方
❶�　米は研いでザルにあげ、30分ほどおく。
❷�　さつまいもは皮つきのまま2㎝幅のいちょう切
りにする。
　切ったら水にさらしておく。
❸�　油揚げは、さっと熱湯をかけ余分な油を取り
除き、縦半分に切ってせん切りにしておく。
❹�　炊飯器に米を入れて、◆を加え、水を２合の
目盛りまで注ぐ。
　�さっと混ぜて❷と❸、ちりめんじゃこをのせて
炊く。
❺　炊き上がったら、さっくり混ぜる。

１人分エネルギー�･･････　323�kcal

おいしくごはんを食べよう

今月の表紙
　今月は式下中学校体
育大会の中で行われた
３年生のクラス対抗綱
引きの決勝戦です。勝
利に向かってクラス全
員が１つになりました。

FINE　SMILE ☆ 募集中！
申込は総務課まで

☎０７４５−４４−２２１１

　米………………………………………… ２合
　さつまいも（細め）�…………………… １本
　油揚げ……………………………… １／２枚
　ちりめんじゃこ…………………………15ｇ
　◆しょうゆ………………………… 小さじ２
　◆みりん……………………… 大さじ１／２
　◆料理酒……………………… 大さじ１／２

植
うえしま
嶋　咲

さ な
奈ちゃん

　大好きなママのお腹の
上で元気にハイポーズ！
いつまでもその笑顔を忘
れず、家族皆でたくさん
楽しい思い出作っていこ
うね！

谷
たに
　蒼

あお は
葉ちゃん

　おはなし大好きで妹思い
の優しいお姉ちゃん。素直
にすくすく育ってね。

竹
たけむら
村　早

さ ち
智ちゃん

　パパとママとおにいち
ゃんが大好きで、とって
もくいしんぼうなさちち
ゃん。これからも元気に
育ってね♡

FINE　SMILE 


